
　

山
手
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
た
大
会
に
は
１
０
４
人

（
う
ち
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加

14
人
）
が
集
い
、
会
場
は
後

方
の
席
ま
で
埋
ま
り
、
活
気

　

一
昨
年
・
昨

年
と
、山
手
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ

れ
た
、日
本
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
同
盟
主
催
の

「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避

難
者
支
援
ク
リ

ス
マ
ス
」の
演
劇

公
演
に
協
力
を
し
ま
し
た
。初

年
度
、人
形
劇
団
ポ
ポ
ロ
の
演

目
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
民
話『
て
ぶ

く
ろ
』が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
実

現
し
た
こ
の
取
り
組
み
は
、昨

年
度
は「
人
形
劇
団
Ｍ
あ
ん
ど

Ｂ
」「
劇
団
あ
と
む
」の
協
力
を

得
て
実
施
さ
れ
、２
年
続
け
て

子
ど
も
た
ち
の
笑
い
声
が
響

く
う
れ
し
い
時
間
と
な
り
ま
し

た
。▼
演
者
が
投
げ
か
け
た

『
星
座
っ
て
わ
か
る
？
』の
問
い

に
、座
っ
て
い
た
小
さ
な
子
た

ち
が『
知
っ
て
る
よ
！
』と
一
斉

に〈
正
座
〉し
た
光
景
に
は
、観

て
い
た
大
人
も
ほ
っ
こ
り
し
ま

し
た
が
、避
難
か
ら
数
年
が
経

過
し
て
、そ
ん
な
言
葉
も
わ
か

る
ほ
ど
日
本
で
の
生
活
が
長

く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
表
す
の

だ
と
、胸
が
痛
く
も
な
っ
た
エ
ピ

ソ
ー
ド
で
し
た
。▼
93
歳
に
な

る
母
に
そ
の
話
を
し
た
と
こ
ろ
、

『
避
難
し
て
い
る
子
ど
も
も
、戦

争
の
犠
牲
者
だ
ね
』と
。子
ど

も
の
頃
、名
古
屋
で
大
空
襲
に

遭
い
、染
め
物
屋
だ
っ
た
自
宅

は
全
焼
、何
か
月
も
庭
の
防
空

壕
で
生
活
し
た
母
の
言
葉
は

と
て
も
重
い
と
感
じ
ま
し
た
。

▼
ク
リ
ス
マ
ス
会
の
お
わ
り
に

「
子
ど
も
が
今
日
は
本
当
に
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
！
」と
語
っ
た

ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
の
母
親
の
言
葉

に
込
め
ら
れ
た「
子
ど
も
へ
の

愛
」「
平
和
へ
の
思
い
と
願
い
」

を
私
た
ち
は
大
切
に
し
な
く
て

は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
２
０
２
５
年
度
会
員
部

運
営
委
員
長　

蒔
田
敏
雄
）

と
熱
気
に
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

　

第
一
部
、
長
谷
川
あ
や
子

さ
ん
（
運
営
委
員
）
の
司
会

で
開
会
礼
拝
が
も
た
れ
、
聖

書
の
「
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音

書
17
章
21
節
」
の
『
す
べ
て

の
人
を
ひ
と
つ
に
し
て
く
だ

さ
い
』
は
大
会
で
の
会
員
の

思
い
と
重
な
り
ま
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

夢
の
実
現
に
向
け

中
期
計
画
進
め
る

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　

続
く
第
二
部
は
綿
引
康
司

さ
ん
（
運
営
委
員
）
の
司
会

で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
会
員

部
運
営
委
員
長
の
蒔
田
敏
雄

さ
ん
の
開
会
あ
い
さ
つ
に
続

い
て
、
星
野
太
郎
総
主
事
か

ら
２
０
２
５
年
度
に
つ
い
て

『
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
希
望
と

夢
が
凝
縮
さ
れ
た
中
期
計
画

「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ 

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ 

Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ 

１
５
０
」
を

さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
通
じ

て
、
そ
の
思
い
の
共
有
と
浸

透
に
努
め
た
一
年
で
し
た
。

　

二
年
目
の
今
年
は
さ
ら
に

多
く
の
共
感
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
夢
の
実
現
に
向
け
て

推
進
を
加
速
さ
せ
、
着
実
な

成
果
を
積
み
重
ね
て
ま
い
り

ま
す
』

 　
『
海
外
か
ら
は
、
世
界
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
同
盟
総
主
事
を
は
じ

め
、
多
く
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
総
主

事
や
ス
タ
ッ
フ
が
来
訪
さ

れ
、
交
流
を
通
じ
て
、
世
界

に
広
が
る
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
連
帯

を
実
感
し
、
大
き
な
励
ま
し

と
力
を
得
た
一
年
と
な
り
ま

し
た
』
と
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

多
く
の
支
援
に
感
謝

ユ
ー
ス
に
委
嘱
状

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　

会
員
部
運
営
委
員
は
会
員

活
動
を
支
え
る
会
員
の
代
表

で
す
。
任
期
は
一
年
。
２
０

２
６
年
度
の
新
し
い
運
営
委

員
に
は
14
名
の
会
員
（
左
上

参
照
）
が
推
挙
さ
れ
ま
し

た
。
会
員
部
運
営
委
員
会
は

運
営
委
員
に
職
員
を
加
え
、

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
理
念
に
基
づ

き
、
こ
の
一
年
さ
ま
ざ
ま
な

会
員
活
動
へ
の
歩
み
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
２
０
２
５
年
度
の
運

営
委
員
か
ら
５
名
が
退
任
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
ご
奉
仕
に
感
謝

い
た
し
ま
す
。

　

名
誉
会
員
は
、
20
年
以
上

の
会
員
歴
を
有
し
、
特
に
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
の
発
展
に
貢
献
さ
れ

た
方
に
贈
ら
れ
ま
す
。
２
０

２
５
年
度
の
名
誉
会
員
は
山

手
学
舎
生
か
ら
は
じ
ま
り
、

評
議
員
・
理
事
、
東
京
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
学
院
理
事
長
な
ど
を
務

め
ら
れ
、
公
益
財
団
法
人
と

学
校
法
人
の
運
営
基
盤
の
強

化
と
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ

れ
た
、
若
槻
史
郎
さ
ん
が
推

挙
さ
れ
ま
し
た=

２
面
参
照
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
表
彰
で
は

Volunteer  of  the  Year

に
、
１
０
０
年
続
く
「
早
天

祈
祷
会
」
を
中
心
に
、
東
京

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
基
盤
と
な
る
キ

リ
ス
ト
教
を
大
切
に
守
り
な

が
ら
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
運
動
の
継
承

と
発
展
に
寄
与
さ
れ
た「
ミ
ッ

ション
委
員
会
」が
受
賞
さ
れ
、

Youth  Volunteer  of  
the  Year

に
は
特
に
活
躍
さ

れ
た
４
人
の
ユ
ー
ス
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。『
長
く
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
』

と
の
力
強
い
コ
メ
ン
ト
も
あ

り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
今
年
度
の
ユ
ー

ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
星
野
総

主
事
よ
り
委
嘱
状
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

５
つ
の
行
動
指
針

日
々
の
活
動
に

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　

リ
ー
ダ
ー
が
中
心
と
な

り
、
全
員
で
キ
ャ
ン
プ
ソ
ン

グ
な
ど
を
楽
し
ん
だ
あ
と
、

第
三
部
の
中
期
計
画
「
Ｔ
Ｏ

Ｋ
Ｙ
Ｏ 

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ 

Ｖ
Ｉ
Ｓ

Ｉ
Ｏ
Ｎ 

１
５
０
」
の
進
捗
状

況
報
告
で
は
中
期
計
画
推
進

委
員
長
の
上
田
晶
平
さ
ん
か

ら「
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
１
５
０
」

が
目
指
す
も
の
と
し
て
『
５

つ
の
行
動
指
針
を
具
体
的
か

つ
着
実
に
実
行
し
て
い
き
た

い
』
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
か
ら
は

５
つ
の
行
動
指
針
に
沿
っ
た

実
践
に
つ
い
て
、
映
像
を
交

え
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

１
．ユ
ー
ス
が
輝
く
場
を

　

  

つ
く
り
ま
す

梅
原
大
毅（
野
外
教
育・ユ
ー
ス
）

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
（
高
校

生
）
制
度
の
導
入
と
そ
の
活

用
に
つ
い
て
。

２
．地
域
と
と
も
に

　

  

歩
み
ま
す

愛
洲
久
美
子
（
グ
ラ
ン
チ
ャ

東
雲
）

東
雲
エ
リ
ア
七
拠
点
で
企
業

な
ど
の
協
力
で
「
わ
い
わ
い

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
」
を
開
催
。

３
．多
様
性
の
あ
る
場
を

　

  

大
切
に
し
ま
す

荒
木
暁（
山
中
湖
セ
ン
タ
ー
）

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
フ
ェ
ス
タ
を

開
催
。
車
椅
子
で
も
楽
し
め

る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
体
験
。

４
．子
ど
も
の
た
め
に
未
来

　

  

の
環
境
を
守
り
ま
す

張
津
・
米
山
志
保
（
気
候
変

動
対
応
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
）

フ
ー
ド
ロ
ス
を
意
識
し
た
教

育
・
保
育
事
業
部
の
取
り
組

み
（
園
の
給
食
）
や
環
境
問

題
を
ジ
ブ
ン
ゴ
ト
と
し
て
。

５
．活
動
の
基
盤
と
な
る

　

  

組
織
を
強
く
し
ま
す

中
元
美
佳
（
広
報
室
）

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
関
わ
る
人
た
ち

の
思
い
や
願
い
を
発
信
し
、

顔
の
見
え
る
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
。

＊　

＊　

＊

　

そ
れ
ぞ
れ
の
熱
い
思
い
と

未
来
へ
の
希
望
が
伝
わ
る
発

表
に
ジ
ブ
ン
ゴ
ト
と
し
て
考

え
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
場
前
で
は
２
０
２
４
年

の
能
登
半
島
地
震
・
能
登
半

島
豪
雨
に
よ
る
水
害
で
東
京

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が
避
難
所
支
援
を

行
っ
て
き
た
地
域
（
石
川
県

輪
島
市
町
野
町
）
の
物
産
展

を
催
し
＝
左
上
写
真
＝
、『
買

っ
て
応
援
！
』
と
長
く
寄
り

添
っ
て
い
く
支
援
の
形
が
示

さ
れ
ま
し
た
。

　

第
23
回
会
員
大
会
は
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
運
動
を
進
め
る
上
で
、

「
一
人
ひ
と
り
が
大
切
に
し

て
い
る
『
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
』
を
描

き
な
が
ら
、
ま
た
今
あ
る
課

題
は
皆
で
共
有
し
な
が
ら

〝
つ
な
が
り
〟
を
強
く
し
て

歩
み
を
進
め
よ
う
」
と
の
思

い
を
深
め
る
一
日
と
な
り
ま

し
た
。                  （
広
報
室
）

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が
描
く
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
や
思
い
を
分
か
ち
あ
う
大
切
な
場
「
会
員
大
会
」（
第
23
回
）
を

５
月
23
日
に
山
手
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。多
く
の
会
員
や
職
員
が
参
加
し
、

長
年
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
深
く
関
わ
っ
て
き
た
会
員
か
ら
ユ
ー
ス
ま
で
幅
広
い
世
代
が
集
い
、
自
分
に
と
っ

て
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
、
そ
の
未
来
を
と
も
に
思
い
描
く
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

２０２６年度会員部運営委員

会員部運営委員は東京YMC会員を代表して
「会員活動」の企画や運営、会員増強などを
担います（任期は一年）
委員は「会員大会」で推挙されます。
今年度は以下の会員の方々に委嘱されました。

【再任】９名
　上田晶平　　　榊原正人　　　並木　真　
　蒔田敏雄　　　山口和彦　　　東矢高明　
　長谷川あや子　本川悦子　　　綿引康司

【新任】5名
　藏知　浩　　　東條めぐみ　　林　正人
　深尾香子　　　峰　毅

【退任】５名　
　これまでのご奉仕に感謝いたします。
　菰渕光彦　　　小口多津子　　郷田典子　
　鈴木雅博　　　中村周三

（敬称略）

「「VISION150VISION150」支える会員の力集う」支える会員の力集う
第23回会員大会第23回会員大会

世
代
を
つ
な
ぎ  

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
未
来
を
明
る
く
照
ら
す
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みつかる。つながる。よくなっていく。

東京YMCA
東京ＹＭＣＡは、イエス・キリストによって示された愛と奉仕の精神にもとづいて、青少年の精神、知性、身体の全人的成長を
願い、地域社会に奉仕し、公正で平和な世界をつくるための運動を展開する。東京ＹＭＣＡの使命

6



ユースボランティアは、YMCAの地域活動や野外教育活動において大切
な存在です。子どもたちにとっては、保護者でも先生でもない、友だち
に近い「お兄さん、お姉さん」。一緒に遊び、さまざまな体験を重ねな
がら、ときには悩みや思いを話せる相手として、子どもたちの成長に寄
り添っています。「Youth Volunteer of the Year」は、そのようなボラ
ンティアの中から特に活躍した方に贈られます。

定例野外グループやユースボランティアリーダーズフォーラムなど
を通じて、リーダー仲間やワイズメンズクラブ（ＹＭＣＡサポート
団体）のメンバーなど様々な年代や考え方の人と関わり、多くの
学びを得ることができました。
今後は、YMCAの活動で学んだことを活かして、誰もが共生でき
る社会づくりに少しでも貢献していきたいと思います。

定例野外グループ「アドベンチャークラブ」や
シーズンキャンプでは、中心的存在として活躍
しました。中期計画推進委員会のメンバーとし
て「TOKYO ＹＭＣＡ VISION150」の計画と
推進にも携わっています。「誰かのために」で
はなく、「その人のために何ができるか」を考
え、関わる一人ひとりがよくなることを行動で
示しました。

学生時代の、障がい児・者プログラムでの経
験を活かし、外国にルーツのある子どものサ
マーキャンプや、障がいのある方の余暇活動
「e n×j o y」で、参加者やボランティアリー
ダーを積極的にリードする存在です。

大学１年生からＹＭＣＡで活動を始め、野外
教育のキャンプに深く関わり、長期キャンプの
野尻学荘にも４年間携わっています。
「下町こども食堂」（東陽町）など地域活動に
も積極的に関わり、多くの仲間との輪を広げて
います。仲間思いで優しいキャラクターで、子
どもからもリーダーからも愛されつつ、卒業後
もリーダー活動を続け、活躍しています。

YMCAに入ったばかりの頃の私は自信がなく、
自分の意見を言うのが苦手でしたが、活動や

キャンプの体験を通して、段々と自分の意見が言えるようになりま
した。これもすべて私にとってYMCAが「あたたかい居場所」であ
ったからです。同じ目標に向かう仲間と一緒に作り上げてきたも
のは、今、私の宝物になっています。

ＹＭＣＡでの活動では、仲間や子どもたちが、自分の意見やあり
のままの姿を受け入れてくれました。この経験があったからこそ、
周りの人に思いを伝えることへの怖さがなくなりました。
社会人になった今でも、相手のことを受け入れ、思いや言葉を尊
重することを大切にしています。

YMCAでの多くの出会いと経験を通して、
さまざまなことに挑戦できるようになりま
した。自分の長所だけでなく、苦手な部
分も含めて『自分らしさ』として受け入れ
られるようになり、挑戦する勇気が持てるようになりました。

定例野外グループ「どろんこ」で関わる子ども
たちやリーダー、その一人ひとりを大 切に考
え、寄り添いました。そのほかキャンプや地域
活動などにも積極的に関わり、坂下さんの言葉
は江東コミュニティーに集う多くの人の支えや
助けになりました。

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * *

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * *

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * *

　上段：スタッフより（下段：本人より　   ）

1963年、男子学生寮「山手学舎」の募集ポスタ
ーをきっかけに、大学１年次に入舎。山手学舎で
の共同生活を通じてY M C Aの活動およびキリスト
教に出会われました。卒業後も山手学舎O Bとし
て関わりを深め、物心両面にわたり継続的なご支
援をいただいています。

とりわけ、東日本大震災（2011年）には、山手学舎生の被災地支援ボランテ
ィア活動を支える基金の創設に際し、多大なるご寄付をいただきました。これ
までに、西南地域センター運営委員、山手学舎運営委員をはじめ公益財団法
人の評議員・理事などを歴任、東京YMCAの発展にご尽力くださいました。さ
らに、2018年度から７年間にわたり、学校法人東京Y M C A学院理事長を務め
られ、学校法人の運営基盤の強化と発展に大きく貢献されました。

坂
さかした

下　佳
か ほ

帆さん
江東センター

宮
みやわき

脇　由
ゆ い

依さん
野外教育・ユース

瀬
せ と ぐ ち

戸口　潔
ゆき

さん
多文化共生スペース
▽（さんかく）

金
かねこ

子　凛
りんたろう

太郎さん
野外教育・ユース

名誉会員 東京YMCAの発展に特に貢献された、満75歳以上で20年以
上の会員歴がある方に送られます。

わかつき　           しろう

若槻　史郎さん

ミッション委員会
1922年に始まった「早天祈祷会」は100年を超える歴史を有し、2025年に
は第900回を迎えました。毎月第一月曜日に行われる「早天祈祷会」には、
長年にわたりミッション委員会が携わり、奨励者の依頼や司会進行など、
その運営を担われてきました。そして今日に至るまで、祈祷会の継続的な
開催を支えています。
特にコロナ禍では対面での実施が困難となり、祈祷会の継続開催が危ぶま
れました。ミッション委員会はこの課題に真摯に取り組み、オンライン形
式を併用する新たな方法を導入しました。その結果、早天祈祷会の歩みが
途絶えることなく、現在まで継続されています。この新しい方式によって、
遠方や海外に居住の方、外出が
難しい方など多くの会員に門戸
が開かれ、祈りの輪は大きく広
がっています。
ミッション委員会は、東京ＹＭ
ＣＡの基盤であるキリスト教を
大切にした各種プログラムや啓
発活動にも取り組まれ、ＹＭＣ
Ａ運動の継承と発展に寄与され
ました。 ミッション委員のみなさん

　

私
が
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
入
会
し
た
の

は
、
一
九
四
六
年
九
月
二
六
日
。
日

本
が
国
連
軍
に
占
領
さ
れ
て
い
た
時
期

で
、
丁
度
八
十
年
前
の
話
で
あ
る
。
会

員
に
な
っ
て
か
ら
は
毎
晩
、
会
館
に
通

っ
た
。
話
し
合
う
友
達
が
待
っ
て
い
た

か
ら
で
あ
る
。
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
会
員
と
な

る
こ
と
の
喜
び
は
、
新
た
な「
出
会
い
」

に
あ
っ
た
。

　

会
則
で
は
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
活
動
に
参

加
は
し
て
も
、
必
ず
し
も
全
部
が
「
会

員
」
な
の
で
は
な
か
っ
た
。
私
が
入
会

し
た
と
き
の
会
則
で
は
会
員
総
会
に
出

席
し
て
議
事
の
賛
否
に
参
加
出
来
る
の

は
正
会
員
だ
け
。
理
事
に
な
れ
る
の
も

正
会
員
に
限
ら
れ
て
い
た
。

　

正
会
員
は
、
男
子
で
「
日
本
基
督

教
団
ノ
教
師
、
信
徒
亦
ハ
同
教
団
ノ
教

義
ニ
賛
同
ス
ル
者
ニ
シ
テ
理
事
会
ノ
承

認
ヲ
受
ケ
タ
ル
者
」
と
さ
れ
、
戦
時
中

の
会
則
が
変
更
さ
れ
な
い
ま
ま
使
わ
れ

て
い
た
。キ
リ
ス
ト
者
で
は
な
い
男
子
は

「
準
会
員
」
と
し
て
諸
活
動
に
参
加
で

き
た
。
だ
が
、
会
則
に
は
、「
女
子
」

の
文
言
は
な
か
っ
た
。
東
京
・
横
浜
・

名
古
屋
・
京
都
・
大
阪
・
神
戸
と
い

う
六
大
都
市
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
会
員
部
主
事

会
で
さ
え
、「
女
子
は
あ
く
ま
で
会
友

と
し
て
扱
う
こ
と
」
と
、
確
認
し
合
っ

て
い
た
。
戦
後
七
年
も
経
っ
た
一
九
五

二
年
二
月
の
話
で
あ
る
。

　

東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が
「
女
子
」
の
参

加
者
に
も
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
運
営
へ
の
参
画
権

を
与
え
た
の
は
一
九
五
六
年
春
の
会
員

総
会
か
ら
だ
。
敗
戦
後
か
ら
十
一
年
も

の
間
は
、「
女
子
」
は
お
客
さ
ま
の
ま

ま
。
そ
の
会
員
総
会
が
決
め
た
の
は
、

「
会
友
で
入
会
後
一
年
を
経
た
キ
リ
ス

ト
者
に
対
し
て
、
総
会
で
の
理
事
選
挙

権
と
議
決
権
を
与
え
る
」
と
い
う
決
議

だ
。
活
発
な
活
動
を
進
め
て
い
た
「
女

子
」
に
対
し
て
、
会
則
上
で
は
制
限
を

設
け
続
け
て
い
た
。

　

時
代
へ
の
対
処
が
遅
か
っ
た
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
は
も
は
や
昔
話
だ
が
、
私
た
ち
の
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
は
、
そ
の
よ
う
な
時
を
も
歩
ん

で
、
や
が
て
百
五
十
年
を
祝
お
う
と
し

て
い
る
。
心
か
ら
愛
お
し
い
と
思
う
。

　

昨
年
の
本
紙
七
月
号
で
「『
会
員
と

は
誰
か
』で
は
な
く
、『
会
員
と
は
何
か
』

が
私
の
問
題
意
識
だ
」
と
書
い
た
。
東

京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
会
員
で
あ
る
皆
さ
ん
に
、

私
は
問
い
た
い
。

　

「
発
言
し
ま
し
ょ
う
。
新
た
な
時
代

を
生
き
る
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
作
り
の
思
い
・
願

い
を
語
り
合
い
ま
し
ょ
う
」
と
。

本会元副総主事 齊藤　實

再び問う
ＹＭＣＡ会員とは

資料室の窓から〈127〉
シリーズ

Volunteer  of  the  Year

Youth Volunteer of the Year

東 京 Y M C A （2）第833号2026年６月1０日



元契約講師の逮捕に関するご報告とお詫び
ならびに再発防止委員会の設置について

公益財団法人東京ＹＭＣＡ
代表理事　星野太郎

　当法人の元契約講師が、発達障がい者向けプログラムの参加者に対する準強制
わいせつの容疑で逮捕されました。被害に遭われた方の尊厳を深く傷つける、決
してあってはならない事案を引き起こしたこと、被害に遭われた方及びご家族の
方に心よりお詫び申し上げます。
　また、東京YMCAの事業に参加する方々の安心安全を揺るがす事態を招いたこ
と、そして、協働者である行政諸機関、企業や関連団体、支援者である会員やボ
ランティアの皆様に多大なるご心配とご迷惑をおかけしておりますことを、深く
お詫び申し上げます。
　当法人は本事案を極めて重大なことと受け止め、事案発生の原因を調査すると
ともに、再発防止策を速やかに検討・実施するため、「再発防止委員会」を設置
することを決定いたしました。あわせて、委員会の独立性・専門性を確保する観
点から、東京弁護士会に対し、委員長となる弁護士の推薦を依頼しました。現在、
推薦を受けた委員長に加え、発達障がい者向け教育の分野に知見を有する専門家
を含む3名体制での委員会組成に向け、準備を進めております。
　当法人では既に、職員や講師が利用者と原則として一対一にならない面談体制
の導入や、防犯カメラ増設などの対応を実施しております。今後は、再発防止委
員会による検証を踏まえ、運営体制や安全管理体制を見直し、二度とこのような
事を起こさないためにさらなる再発防止の徹底に努めてまいります。
　皆様には、多大なるご心配とご迷惑をおかけしておりますこと、重ねて深くお
詫び申し上げます。

の
身
を
守
る
た
め
の
知
識
や

技
術
を
日
々
の
レ
ッ
ス
ン
の

中
で
継
続
し
て
伝
え
、
子
ど

も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
「
い

の
ち
を
守
り
育
む
」
こ
と
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
ア
ク
ア
テ
ィ

ッ
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
長

く
受
け
継
が
れ
て
き
た
「
水

上
安
全
教
育
」
は
、
子
ど
も

た
ち
の
い
の
ち
を
守
る
た
め

に
、
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
伝

え
て
い
き
た
い
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の

使
命
の
ひ
と
つ
で
す
。 

　

東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
通

年
ク
ラ
ス
で
の
着
衣
泳
指
導

を
は
じ
め
、
小
学
校
へ
の
出

張
授
業
や
、
幼
稚
園
・
保
育

　

子
ど
も
た
ち
を
水
の
事
故

か
ら
守
る
た
め
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

は
毎
年
、
６
月
か
ら
９
月
ま

で
「
ウ
ォ
ー
タ
ー
セ
ー
フ
テ

ィ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」（
水

上
安
全
）
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

全
国
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
の
初
日
（
６
月

１
日
）
を
「
ウ
ォ
ー
タ
ー
セ

ー
フ
テ
ィ
ー
デ
ー
」
と
定
め
、

水
辺
で
の
事
故
防
止
と
、
い

の
ち
を
守
る
た
め
の
啓
発
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
ア
ク

ア
テ
ィ
ッ
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

は
、
泳
力
の
向
上
だ
け
で
な

く
、
水
辺
の
事
故
か
ら
自
分

園
・
小
学
校
へ
の
ウ
ォ
ー
タ

ー
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
の
無
料
配
布
、
地
域
の

方
を
対
象
と
し
た
水
上
安
全

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
着
衣
の
ま
ま
水
に
入

る
体
験
を
通
し
て
、「
あ
わ

て
ず
浮
い
て
助
け
を
待
つ
」

こ
と
や
、
水
辺
の
危
険
に
気

づ
く
力
を
育
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
水
辺
で
過
ご
す

機
会
が
増
え
る
季
節
を
迎
え

　

３
月
28
日
に
高
尾
の
森
わ

く
わ
く
ビ
レ
ッ
ジ
で
、
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
実
施
し
、
小
学
生
か

ら
大
学
生
世
代
ま
で
７
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
ダ
ッ
チ
オ

ー
ブ
ン
を
使
っ
た
カ
レ
ー
作

り
や
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
の
ひ
と
と
き
を
楽
し

み
ま
し
た
。

 　
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
２

０
２
５
年
３
月
に
港
区
か
ら

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
事
業

と
し
て
依
頼
さ
れ
、
東
京
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
で
初
め
て
の
「
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
と
し
て
、
一
年
を
か
け

て
企
画
・
準
備
を
重
ね
て
き

た
取
り
組
み
で
す
。

　

実
施
に
向
け
て
、
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
へ
の
理
解
を
深
め

る
た
め
の
研
修
や
勉
強
会
に

積
極
的
に
参
加
し
、
関
係
機

関
と
の
協
議
も
重
ね
な
が

ら
、
参
加
者
が
安
心
し
て
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
な
る
よ
う
に
丁
寧
に

進
め
ま
し
た
。

　

事
前
の
打
ち
合
わ
せ
で
寄

せ
ら
れ
た
「
調
理
を
強
制
し

な
い
」「
参
加
し
た
く
な
い

と
き
は
自
由
に
過
ご
せ
る
よ

　
「
音
訳
」
と
い
う
言
葉
を

聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か

？
　

音
訳
は
文
字
に
よ
る
読
書

が
困
難
な
方
（
目
の
不
自
由

な
方
な
ど
）
の
目
の
代
わ
り

に
文
字
を
音
声
化
し
ま
す
。

　

文
字
だ
け
で
な
く
挿
絵
や

写
真
・
図
表
な
ど
の
情
報
も

音
声
で
説
明
す
る
と
こ
ろ
が

朗
読
と
は
異
な
り
ま
す
。

　

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
シ

ジ
ュ
ウ
カ
ラ
」
は
、
西
東
京

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

の
会
員
活
動
と
し
て
２
０
１

０
年
よ
り
活
動
を
開
始
し
、

現
在
は
15
人
の
メ
ン
バ
ー
で

特
別
支
援
学
校
に
納
品
す
る

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
大
切

な
い
の
ち
を
守
る
た
め
に
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
水
の
安
全

に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
に

は
、
親
子
で
参
加
で
き
る
水

上
安
全
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し

ま
す
。
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

（
山
手
ウ
エ
ル
ネ
ス

Ａ
Ｄ　

安
保
伸
江
）

う
に
」
を
大
切
に
受
け
止

め
、
一
人
ひ
と
り
の
気
持
ち

を
尊
重
し
た
雰
囲
気
づ
く
り

を
心
が
け
ま
し
た
。
そ
の
た

め
に
、
経
験
豊
富
な
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
の
社
会
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
大
き
な
力
を
発
揮
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
当
日
、
初
め

て
の
火
起
こ
し
や
薪
割
り
、

調
理
に
目
を
輝
か
せ
な
が
ら

夢
中
で
取
り
組
む
姿
が
と
て

も
印
象
的
で
し
た
。
支
援
者

か
ら
も
「（
子
ど
も
た
ち
の
）

普
段
と
は
違
う
表
情
が
見
ら

れ
た
」「
思
っ
て
い
た
以
上

に
積
極
的
に
活
動
し
て
い

た
」
と
の
声
が
あ
り
、
参
加

者
一
人
ひ
と
り
が
自
分
ら
し

く
過
ご
せ
る
時
間
と
な
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
を
通
し
て
、
安

心
で
き
る
人
間
関
係
や
日
常

か
ら
少
し
離
れ
た
体
験
の
大

切
さ
を
改
め
て
実
感
し
ま
し

た
。
今
後
も
関
係
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
、
継
続
的
な
居

場
所
づ
く
り
と
支
援
の
充
実

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
多
文
化
共
生
ス
ペ
ー
ス
▽

（
さ
ん
か
く
）　

Ｍ
Ｄ　

江
尻
明
子
）

　

高
尾
の
森
わ
く
わ
く
ビ
レ

ッ
ジ
に
、
子
ど
も
た
ち
の
新

し
い
居
場
所
「VIVI STOP 

W
AKU VILLE

」（
ヴ
ィ
ヴ

ィ
ス
ト
ッ
プ
わ
く
ビ
レ
、
以

下VIVISTOP

）

が
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。

　

VIVISTOP

は
、

子
ど
も
た
ち
の

「
や
っ
て
み
た
い
」

を
、
自
分
の
手
で

形
に
す
る
こ
と
が

叶
う
場
所
＝
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
フィ
ー

ル
ド
で
す
。
大
人

が
決
め
た
こ
と
を

そ
の
ま
ま
行
う
の

で
は
な
く
、
子
ど

も
自
身
の
好
奇

心
を
出
発
点
に

し
て
、
側
で
ス

童
話
や
児
童
書
の
「
録
音
図

書
」（
Ｃ
Ｄ
）
を
作
成
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
３
月
に
は
、
都
立
久

我
山
青
光
学
園
（
世
田
谷
区

／
特
別
支
援
学
校
）
に
録
音

図
書
Ｃ
Ｄ
を
お
届
け
し
ま
し

た
。
久
我
山
青
光
学
園
は
視

覚
障
が
い
や
知
的
障
が
い
の

あ
る
幼
児
か
ら
中
学
生
ま
で

約
４
２
０
人
が
在
籍
し
、
担

当
の
先
生
や
司
書
の
先
生
か

ら
は
「
こ
れ
ま
で
納
品
さ
れ

た
録
音
図
書
は
授
業
で
も
活

用
さ
れ
、
児
童
や
生
徒
の
皆

さ
ん
か
ら
も
喜
ば
れ
て
い

る
」
と
の
お
話
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ま
た
幼
児
向
け
に
は
、
面

白
い
内
容
や
オ
ノ
マ
ト
ペ
な

ど
興
味
を
引
く
も
の
で
読
書

の
楽
し
み
を
知
っ
て
も
ら
い

た
い
こ
と
や
、
児
童
に
は
、

教
科
書
（
国
語
）
の
副
読
本

に
録
音
図
書
の
希
望
が
あ
る

こ
と
な
ど
も
伺

う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
自

分
た
ち
が
手
が

け
た
「
録
音
図

書
」
が
実
際
に

活
用
さ
れ
て
い

る
の
を
目
の
当

た
り
に
す
る

と
、
こ
の
活
動

が
子
ど
も
た
ち

の
役
に
立
っ
て

い
る
こ
と
が
よ

く
わ
か
り
、
今

後
の
励
み
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
利
用
者
の
ニ
ー
ズ

に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
音
訳

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
を
続

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。（

会
員　

中
野
久
美
子
）

タ
ッ
フ
が
そ
っ
と
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。

　

室
内
に
は
プ
リ
ン
タ
ー
や

レ
ー
ザ
ー
カ
ッ
タ
ー
な
ど
の

デ
ジ
タ
ル
機
材
の
ほ
か
、
廃

材
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
素
材
が

用
意
さ
れ
、
小
学
４
年
生
か

ら
高
校
生
ま
で
が
利
用
で
き

ま
す
。（
原
則
無
料
）

　

オ
ー
プ
ン
に
先
立
ち
、
近

隣
の
小
・
中
学
生
を
招
き
５

月
５
日
に
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
を

行
い
ま
し
た
。
当
日
は
「
サ

ッ
カ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
づ
く
り
」

に
挑
戦
。
部
品
を
組
み
立

て
、
動
か
す
た
め
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
入
れ
、
実
際
に
動
か

し
な
が
ら
、
う
ま
く
い
か
な

い
と
こ
ろ
を
直
し
て
い
き
ま

し
た
。
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
を

扱
い
や
す
く
し
た
り
、
ゴ
ー

ル
を
守
り
や
す
く
し
た
り

と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
工
夫
が
形

に
な
っ
て
い
く
様
子
が
と
て

も
印
象
的
で
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
か

ら
は
「
自
分
で
作
っ
た
ロ
ボ

ッ
ト
が
動
い
て
楽
し
か
っ

た
」「
試
合
が
白
熱
し
た
」

な
ど
の
声
も
聞
か
れ
、
大
好

評
で
し
た
。

　

VIVISTOP

に
は
、
学
校

で
も
な
い
家
庭
で
も
な
い
場

所
で
安
心
し
て
過
ご
し
な
が

ら
、
自
分
の
好
奇
心
に
向
き

合
え
る
時
間
が
あ
り
ま
す
。

高
尾
の
森
わ
く
わ
く
ビ
レ
ッ

ジ
は
、
こ
の
新
し
い
場
所
を

通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
創

造
性
や
自
律
性
を
育
む
新
し

い
サ
ー
ド
・
プ
レ
イ
ス
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
高
尾
の
森
わ
く
わ
く
ビ
レ

ッ
ジ
館
長　
　

 

西
嶋
健
太
） 服を着たまま水に入る体験

学校に録音図書を届ける（左から三人目が中野さん）

自
分
で
組
み
立
て
た
ロ
ボ
ッ
ト
を
動
か
し
て
み
る

１
９
７
８
年
９
月
発
行
の
機
関
紙
に
、「
第
二
回
水
上

安
全
講
習
会
を
実
施
し
た
」
と
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い

ま
す
。
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
長
年
に
わ
た
り
、
水
の
楽
し
さ
と

と
も
に
危
険
か
ら
身
を
守
る
知
識
や
技
術
を
伝
え
、
水

の
事
故
を
な
く
す
た
め
の
取
り
組
み
を
続
け
て
き
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
が
水
と
共
存
し
な
が
ら
、
夏
を
楽
し

く
、
安
全
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
と
の
願
い
は
今
も
受
け

継
が
れ
、
今
年
も
水
上
安
全
教
育
が
行
わ
れ
ま
す
。

親子で学ぶ着衣泳体験

◯ウエルネス東陽町
　日時：６月21日（日）
　①10：00～12：00　②13：30～15：30
◯山手コミュニティーセンター
　日時：６月21日（日）
　①10：00～12：00　②13：30～15：30
◯ウエルネスガーデン品川御殿山
　日時：６月28日（日）
　①9：30～11：30　②13：30～15：30

ご参加の方には、「ウォ
ーターセーフティーハン
ドブック」をプレゼント

自
分
ら
し
い
時
間
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
に

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
『
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
』

水の事故水の事故からから「いのち」「いのち」をを守る守る

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
を
支
え
る

録
音
図
書
を
つ
く
っ
て
15
年

子
ど
も
た
ち
の

サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
始
動

高
尾
の
森
わ
く
わ
く
ビ
レ
ッ
ジ

ウォーターセーフティープログラム

東 京 Y M C A（3） 第833号2026年６月1０日



■早天祈祷会（７月）■
会員による、聖書に基づくメッセー
ジの後、皆で祈り讃美歌を歌いま
す。クリスチャンでない方もお気軽
にどうぞ。
日　時：2026年７月1日（水）

7：00～8：00
奨励者：榊原正人氏

（東京ＹＭＣＡ理事）
会　場：山手センター／オンライン
問合せ：会員部（03-6278-9071）

■Big  Day  Out■
日本にいながらアメリカ人高校生と
「1日留学」体験を！
英語と日本語でアクティビティやス
ポーツなど異文化交流をします。
日　時：2026年７月11日（土）

7月12日（日）、 7月18日（土）
いずれも10：00～16：00

対　象：中学生～高校生
定　員：各日40人
費　用：8,000円／日
会　場：東陽町センター 
問合せ：東陽町語学教育センター

  （03-3615-5567）
■早天祈祷会（8月）■

日　時：2026年８月３日（月）
7：00～8：00

奨励者：峰　毅氏
（会員部運営委員・東京多摩
スマイルワイズメンズクラブ）

会　場：山手センター／オンライン
問合せ：会員部（03-6278-9071）

「会員」とは、東京ＹＭＣＡの主旨に賛同し、
会費によって活動を支えてくださる方のことで
す。ＹＭＣＡは、青少年の健全な
成長をサポートし、地域社会に奉
仕し、公正で平和な世界をつくる
ために、より多くの会員と共に活
動していけることを願っています。 詳細はこちら

会員のご案内

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

プ
レ
ー
を
楽
し
ん
で

社
会
貢
献
活
動
を

　
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
実
行

委
員
会
が
運
営
を
担
い
、
４

月
28
日
に
「
第
35
回
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
」
を
Ｐ

Ｇ
Ｍ
総
成
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

（
千
葉
県
成
田
市
）
で
開
催

し
、65
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

１
９
９
０
年
か
ら
始
ま
っ

た
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
不

登
校
や
障
が
い
の
あ
る
子
ど

も
た
ち
の
ほ
か
、
近
年
は
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
子
ど
も
た
ち
へ

の
支
援
も
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

今
年
は
、
前
日
の
大
雨
で

心
配
も
あ
り
ま
し
た
が
、
天

候
も
よ
く
整
備
の
行
き
届
い

た
コ
ー
ス
で
、
気
持
ち
よ
く

プ
レ
ー
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

毎
年
、
本
大
会

の
趣
旨
に
賛
同
さ

れ
た
多
く
の
企
業

や
個
人
の
皆
様
か

ら
物
品
を
提
供
い

た
だ
き
、
入
賞
商

品
な
ど
に
用
い
て

い
ま
す
。
プ
レ
ー

は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
参
加
す
る
楽

し
み
と
し
て
、
お
土
産
に
成

田
市
の
産
地
直
送
野
菜
な
ど

も
用
意
し
、
好
評
を
得
て
い

ま
す
。

　

ま
た
今
大
会
の
趣
旨
に
合

わ
せ
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
フ
ァ
ン
ド

と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
、
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
ホ
ー
ル
を
設
け
る
な
ど
の

工
夫
も
し
ま
し
た
。

　
「
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
な
が

ら
社
会
貢
献
が
で
き
る
」
の

大
会
趣
旨
へ
の
ご
理
解
と
賛

同
を
い
た
だ
き
、
多
く
の
皆

さ
ん
へ
の
お
支
え
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

（
会
員
部
聞
き
手
広
報
室
）

春
の
ペ
タ
ペ
タ
の
会

新
緑
の
多
摩
川

周
辺
を
ぐ
る
り

　

会
員
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
ペ
タ
ペ
タ
の
会
」
が
４
月

29
日
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

（
22
回
目
）。
こ
の
活
動
は

２
０
１
３
年
、
当

時
の
西
東
京
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ー
セ
ン
タ

ー
で
会
員
サ
ポ
ー

ト
チ
ー
ム
が
企
画

し
、「
健
康
増
進

・
地
域
を
知
る
・

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
中
心
の

新
た
な
仲
間
づ
く

り
」
を
目
的
に
国

立
周
辺
を
〝
ペ
タ

ペ
タ
〟
と
歩
く
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　

今
回
は
い
つ
も
の
西
東
京

エ
リ
ア
を
飛
び
出
し
て
、
多

摩
川
で
つ
な
が
る
「
生
田
緑

地
公
園
」（
川
崎
市
）
ま
で

ペ
タ
ペ
タ
と
歩
き
ま
し
た
。

　

藤
子
不
二
雄
さ
ん
の
街
で

有
名
な
登
戸
駅
か
ら
数
分
で

多
摩
川
沿
い
へ
。
広
く
て
大

き
な
川
べ
り
で
、
心
地
の
良

い
風
を
感
じ
な
が
ら
歩
み
を

進
め
ま
す
。『
多
摩
川
の
総

距
離
は
？
』な
ど
恒
例
の「
ク

イ
ズ
に
草
木
や
野
鳥
を
観
察

し
な
が
ら
参
加
者
同
士
の
会

INFORMATION

東京YMCA公式SNS

https://www.instagram.
com/tokyoymca/

Instagram

https://x.com/
Tokyo_YMCA

x（旧Twitter）

https://www.facebook.
com/tokyoymca

 Facebook
東京ＹＭＣＡメルマガ

登録募集中
　東京ＹＭＣＡのプ
ログラムやボランテ
ィアなどの情報をお
届けします。月１～２
回の不定期配信。 登録はこちら

東 京 Y MC Aでは、「だ
れもが安心して過ごせる
居場所」 や「仲 間との
出会いや過ごす時間」

「自然と触れ合う機会」
を届けます。
子どもたちに豊かな体
験と成長の機会を作る
応援をお願いします。

YMCA子ども未来応援サポーターYMCA子ども未来応援サポーター
子どもたちの成長と未来を応援しませんか。

話
も
自
然
と
弾
み
ま
す
。
途

中
、
川
沿
い
に
あ
る
「
二
ヶ

領
せ
せ
ら
ぎ
館
」
に
立
ち
寄

り
、
多
摩
川
の
い
ろ
い
ろ
や

「
二
ヶ
領
用
水
な
ど
、
こ
の

地
に
つ
い
て
触
れ
る
機
会
も

あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
多
摩
川
沿
い
か

ら
少
し
外
れ
「
二
ヶ
領
用
水

路
」
に
沿
っ
て
ペ
タ
ペ
タ
。

二
ヶ
領
用
水
は
農
業
用
水
と

し
て
多
摩
川
か
ら
水
を
引
い

て
造
ら
れ
、
か
つ
て
は
こ
の

地
域
の
農
業
を
支
え
て
い
た

そ
う
で
、
桜
の
名
所
と
し
て

も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ゆ
っ

く
り
の
ん
び
り
と
、
地
域
の

こ
と
を
学
び
な
が
ら
歩
く

「
ペ
タ
ペ
タ
の
会
」。
こ
の

日
は
約
11
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

１
万
２
０
０
０
歩
に
な
り
ま

し
た
。
仲
間
と
わ
い
わ
い
歩

き
、
の
ん
び
り
と
街
並
み
の

散
策
が
満
喫
で
き
ま
す
。

　

次
回
は
11
月
ご
ろ
の
予
定

で
す
。

（
会
員
部
聞
き
手
広
報
室
）

募集中募集中

ご寄付は「経済的な理由で参加が難しい子ども」
「外国にルーツのある子ども」
「発達障がいのある子ども」

　　などへの支援に活用されます。

第40回インターナショナル・チャリティーラン
障がいのある子どもたちを支援し、「障
がい」への社会的な理解と関心を高め
る駅伝大会「インターナショナル・チ
ャリティーラン」を開催します。今年
は第40回を記念して、全国のYMCAで
同時にオンラインウォーキングも開
催。それぞれの方法で楽しく社会貢献
ができるチャリティーイベントです。
益金はY MC Aが主催する障がい児キャ
ンプなどに用います。多くの皆さんのご参加をお待ちしています。

【日にち】2026年９月26日（土）
【時　間】10：00~14：00
【場　所】都立木場公園内特設コース
【参加費】１チーム　10万円
【競技ルール】約1.3kmのコースを1人1周、1チーム6人で6周します。
『オンラインウォーキング』（全国Y MC A同時開催）11月下旬〜12月上旬（約15日間）
『こどもラン』（1.3kmを走ります）
  詳細は決まり次第、オフィシャルサイトに掲載します。

コースの誘導や沿道の整理など

会
員
活
動
で
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
理
念
に
基
づ
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
会
員
と
職
員
が
協
力
し
、
年
間

を
通
し
て
、さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
っ
て
い
ま
す
。

参加チーム募集

ボランティア募集

東 京 Y M C A （4）第833号202６年６月1０日


